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今年度も坂東地域アグリセミナーを開催します！

HP は
こちらNo.1９９

坂東市４Hクラブが食育活動を行いました

坂東市4Hクラブは、食育活動の一環として、毎年さしま保

育園の園児を対象にトウモロコシの栽培体験を行っています。

本年度は、4月２６日に園児20名とトウモロコシの播種を

体験してもらいました。

はじめに、イラストを見せながら作業の手順を示し、その

後、園児たちに種を配って作業を体験してもらいました。園

児たちは夢中になって播種をしている様子で、作業が終

わった後も、「収穫が楽しみ！」「早く食べたい！」と、楽

しそうな声が多く聞かれました。

今後、園児たちは保育園の向かいにある畑でトウモロコシ

が育つ様子を見守りながら、７月中旬に収穫体験を行う予定

です。

普及センターでは、今後も後継者クラブの活動支援と食育

活動を通じて、農業の魅力を発信していきます。

アグリセミナーは、就農して間もない方やこれから就農を考えている方を対象とした、農業の基

礎を学ぶための講座です。講座の内容は、土づくりや病害虫防除・農薬適正使用の講義、視察研修

等を予定しています。また、新規就農者・若手農業者同士の意見交換の場になるよう進めます。

日程等の詳細が決まりましたら、本通信等でお知らせしますので、興味のある方、身近に新規就

農者がいる方は、普及センターにお問い合わせください！

令和3年度アグリセミナーの様子

開講式の様子

グループワーク 青年農業士の講話 病害虫防除講座



6月 土壌診断実施日のお知らせ
6月8日（水）、２２日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早め
にお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

タマネギ現地検討会が開催されました

新しい生活が始まって一か月がたち、仕事

の内容や生活リズムにも慣れてきました。

気温の差が激しかった週もありましたが、

体調管理を怠らずに頑張っていきたいです

（山本）

会計年度

４月20日、JA茨城むつみ玉葱研究会の現地検討会が開催さ

れ、生産者や関係機関18名が参加しました。

検討会は１月から毎月１回、坂東市と境町の2ほ場で実施し

ており、各ほ場の生育状況を見ながら、今後の栽培管理につい

て確認しています。今回の検討会では、全農いばらきおよび普

及センターから、3月以降に発生が増えているべと病と雑草の

防除を徹底するよう、注意喚起を行いました。

JA茨城むつみ玉葱研究会は、加工業務用タマネギの契約

栽培に取り組んでおり、今作で５作目となります。年々生

産者の栽培技術は向上しており、今作も現時点まで順調な

生育状況となっています。早生品種の収穫は、５月下旬か

ら始まる見込みです。

今作も無事に収穫時期を迎えられるよう、普及センター

は引き続き関係機関と連携しながら支援していきます。

坂東地域農業改良普及センター 令和4年度 メンバー紹介
くろさわ まさき

センター長 黒澤 正樹
経営課（広域） 地域普及第一課（坂東市・境町） 地域普及第二課（古河市・五霞町)

（☆は新しく赴任した職員）

ネギの黒斑病に気を付けましょう！

きむら ひろあき

経営課長 木村 宏明 (野菜)

きよた よしこ

主任 ☆清田 義子 (担い手)

くりはら あんず

技師 栗原 杏 (果樹・6次化)

やまもと ともなり

技師 ☆山本 知成 (作物)

ふるや ちほ

会計年度 古矢 千穂

地域普及
第一課長

のむら みちこ

専門員 野村 美智子 (野菜)

しのみや かずたか

主任 四宮 一隆 (作物)

ふだ しゅうへい

技師 札 周平 (野菜)

もり はるか

技師 ☆森 晴香 (野菜)

ささき たかき

佐々木 哲樹 (花き)
地域普及
第二課長

さかい かよこ

主任 坂井 佳代子 (作物)

まつい たくみ

技師 ☆松井 匠 (作物)

はやし かなこ

技師 林 可奈子 (野菜)

はたき しゅんすけ

技師 畑木 駿祐 (野菜)

よしだ けんじ

☆吉田 健司 (野菜)

黒斑病は気温が比較的高く、降雨が多い場合に多発しやすい病害です。特に、梅雨期や台風等の雨風による傷が伴う
と発生しやすくなります。

１．発病初期の防除に重点をおいた薬剤の散布。

防除のポイント ２．肥料不足、過多によっても発病しやすくなるため、適切な肥培管理の徹底。
３．伝染源となる株などはほ場外に運び出し、速やかに処分。


